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１

保
健
福
祉
部
・
こ
ど
も
課
の
新
設

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
、
保
健
福
祉

分
野
の
国
の
政
策
な
ど
に
よ
り
、
市
民
部

の
業
務
量
が
増
大
か
つ
複
雑
化
し
た
た

め
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
市
民
部
か
ら
保
健
福
祉
分

野
を
分
離
し
、
保
健
福
祉
部
を
新
設
し
ま

す
。ま

た
、
多
様
な
子
育
て
支
援
を
一
体
的

に
処
理
し
少
子
化
対
策
を
一
層
推
進
す
る

た
め
、
こ
ど
も
課
を
新
設
し
ま
す
。

２

生
活
環
境
課
の
分
課

異
常
気
象
な
ど
に
よ
り
災
害
が
多
発
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
非
常
事
態
に
迅

速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
防
災
、
減
災

へ
の
取
組
み
を
強
化
し
、
増
加
傾
向
に
あ

る
鳥
獣
被
害
な
ど
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
生
活
環
境
課
を
生
活
防
災
課
と
環
境

課
に
分
課
し
ま
す
。

３

企
画
部
門
の
組
織
の
見
直
し

部
署
間
の
横
断
的
な
連
携
と
調
整
を
図

り
、
組
織
と
し
て
一
層
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
企
画
部
門
の
企

画
・
調
整
の
権
限
と
体
制
を
強
化
す
る
と

少
子
化
対
策

少
子
化
対
策

少
子
化
対
策

少
子
化
対
策･

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援･

人
口
減
少
対
策
な
ど

人
口
減
少
対
策
な
ど

人
口
減
少
対
策
な
ど

人
口
減
少
対
策
な
ど

未
来
を
拓
く
政
策
を
推
進

未
来
を
拓

政
策
を
推
進

未
来
を
拓
く
政
策
を
推
進

未
来
を
拓
く
政
策
を
推
進

未
来
を
拓
く
政
策
を
推
進

未
来

拓

政
策

推
進

と
も
に
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
本
位
の
市
政
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
広
報
広
聴
機
能
を

企
画
部
門
に
移
管
し
ま
す
。

４

建
築
住
宅
課
の
新
設

教
育
施
設
を
含
む
市
の
施
設
の
営
繕
を

集
中
的
に
処
理
し
、
建
築
行
政
の
効
率
化

と
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
課
に
配

置
し
て
い
た
建
築
技
術
職
員
を
建
設
部
に

集
約
し
、
建
築
住
宅
課
を
新
設
し
ま
す
。

５

総
合
的
な
組
織
の
見
直
し

必
要
な
組
織
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ
り
業
務
量
が

減
少
し
た
組
織
を
廃
止
・
統
合
す
る
な
ど

ス
ク
ラ
ッ
プ 

ア
ン
ド 

ビ
ル
ド
に
よ
り
、

組
織
拡
大
の
抑
制
に
努
め
、
課
内
組
織
を

統
合
し
協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
な
ど
、

今
後
、
本
市
の
基
本
計
画
に
掲
げ
る
諸
施

策
を
効
率
的
か
つ
確
実
に
実
施
で
き
る
組

織
を
目
指
し
て
総
合
的
に
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

詳
し
く
は
、４
月
１
日
配
布
の
冊
子
「
市

の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。総

務
課
人
事
係
☎（
２４
）５
２
１
１

組
織
の
見
直
し
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

問問

平成27年４月１日から

市の組織が変わります
新しい組織で、
「躍進する風格ある喜多方」を実現！
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教育委員会

議会、行政委員会

市
長

副
市
長

教
育
委
員
会

教
育
長

市民部

企画政策部

総務部

保健福祉部

産業部

建設部

熱塩加納総合支所

塩川総合支所

山都総合支所

高郷総合支所

会計管理者

議会事務局

選挙管理委員会事務局
監査委員事務局
農業委員会事務局

教育部

1企画調整課
2情報政策課

3総務課
4財政課

政策調整室
情報統計係

行政係
財政係

秘書広報室

人事係
管財班

地域振興対策室

5税務課
6契約管理課

10 社会福祉課
11 こども課
12 高齢福祉課
13 保健課

7 生活防災課
8環境課
9市民課

17 建設課
18 建築住宅課
19 水道課
20 下水道課

14 農林課
15 商工課
16 観光交流課

1住民課
2産業課
3建設課

4住民課
5産業課
6建設課

7住民課
8産業課
9建設課

10 住民課
11 産業課
12 建設課

23 教育総務課
24 学校教育課

25 生涯学習課
26 文化課
27 中央公民館

22 議事総務課

21 会計課

税制収納班
契約検査係

福祉総務係
子育て支援係
介護保険・予防室
地域･家庭医療推進室
（出先機関）

市民生活係
原発事故対策室
市民窓口班

まちづくり推進室
建築係
業務班
総務係

農業振興対策室経営企画係
企業立地・企業支援推進室
観光・物産振興室

地域振興班
農林係

建設管理係

地域振興班
農林係

建設管理係

地域振興班
農林係

建設管理係

地域振興班
農林係

建設管理係

教育総務係
管理・指導班
出先機関
生涯学習係
文化振興係
企画事業係

（総合支所勤務）

幼稚園
スポーツ振興係

農政係

総務係

監査係
選挙係

会計係

市民税班

保護班
（出先機関）
いきがい支援係
国保医療係
保健センター

消防防災係
環境推進係

管理係
住宅係
工務班
施設係

農業振興対策室生産支援係
商工業・創業支援室
グリーン・ツーリズム推進室

市民サービス班
商工観光係

市民サービス班
商工観光係

市民サービス班
商工観光係

市民サービス班
商工観光係

農地係

共同調理場
ボートのまち推進係

固定資産税係

障がい福祉係
中央児童館

健康推進室

建設係

浄水係
計画建設係

農山村振興室
雇用労政係
花でもてなす係

教育委員会事務担当

教育委員会事務担当

教育委員会事務担当
地籍調査係

荻野出張所

小・中学校給食調理場

保育所

共同調理場

小・中学校給食

給食センター

教育委員会事務担当
ボートのまち推進担当

給食
センター

※網掛け部が変更となった部署です。

新  た  な  組  織  機  構　（平成27年4月1日～）
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込
み
で
す
。
ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
も
新

本
庁
舎
建
設
事
業
の
完
了
に
よ
り
減
額
と

な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
見
込
み

か
ら
平
成
２７
年
度
一
般
会
計
歳
入
予
算

は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
て
８
億
９

３
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど

へ
の
対
応
、産
業
の
振
興
、子
ど
も
・
女
性
・

若
者
を
大
切
に
し
、
お
年
寄
り
な
ど
へ
優

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
東
日
本
大
震

災
及
び
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評

被
害
な
ど
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
対
応
の

た
め
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

第
三
中
学
校
体
育
館
改
築
に
か
か
る
工
事

費
な
ど
の
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

市
の
将
来
の
都
市
像
で
あ
る
「
豊
か
で

元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光

都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
市
総
合
計
画

に
基
づ
く
諸
施
策
の
着
実
な
推
進
、
東
日

本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
な
ど
か
ら
の
一
日
も
早
い
復

興
並
び
に
財
政
の
健
全
化
の
確
保
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
併
せ
て
必
要
と
な
る
た

め
、
必
要
性
、
緊
急
性
、
優
先
度
及
び
事

業
の
終
期
な
ど
を
考
慮
し
、
平
成
２８
年
度

か
ら
の
普
通
交
付
税
な
ど
の
段
階
的
縮
減

に
向
け
、
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
観
点

か
ら
、
事
業
の
重
点
・
選
別
化
を
念
頭
に

歳
出
予
算
の
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

市
総
合
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

特
に
重
要
な
事
業（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基

に
つ
い
て
は
、
個
人
市
民
税
に
お

い
て
は
給
与
所
得
・
農
業
所
得
の
減
少
、

法
人
市
民
税
に
お
い
て
は
企
業
収
益
の
減

少
及
び
設
備
投
資
、
固
定
資
産
税
に
お
い

て
は
評
価
替
え
に
伴
う
影
響
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
軽
自
動
車

税
に
お
い
て
は
税
率
改
正
の
影
響
か
ら
増

収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
市
税
全
体
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
て

減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。
地
方
交
付
税

は
国
の
地
方
財
政
計
画
を
参
考
と
し
た
見

込
み
な
ど
か
ら
減
額
と
な
る
見
込
み
で

す
。
国
庫
支
出
金
は
、
施
設
型
給
付
費
等

負
担
金
な
ど
の
増
加
に
よ
り
増
額
と
な
る

見
込
み
で
す
。
繰
入
金
は
新
本
庁
舎
建
設

事
業
の
完
了
に
伴
う
庁
舎
等
整
備
基
金
か

ら
の
繰
入
の
減
少
に
よ
り
減
額
と
な
る
見

27
年
度
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

少
子
高
齢
化
な
ど
へ
の
対
応
、産
業
の
振
興
、子
ど
も
・
女
性
・
若
者
を
大
切
に
し
、お
年
寄
り
や
障
が
い
者
の
方
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
な
ど
か
ら
の
復
興
と
財
政
健
全
化
に
む
け
て

平成27年度 予 算

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

予
算
編
成
の
要
点

平
成
２７
年
度
当
初
予
算
は
、
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
の
着
実
な
達
成
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
「
新

重
点
推
進
事
業
枠
」
を
設
け
、
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
な
ど
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
並
び
に
財
政
の
健
全
化
の
確
保
を
図
る

た
め
、
事
業
の
重
点
・
選
別
化
を
念
頭
に
置
い
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総

額
は
２
４
５
億
４
２
０
０
万
円
で
、
平
成
２６
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
８
億
９
３
０
０
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
総
合
計
画
に
基
づ
く
将
来
像
「
豊
か
で
元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光
都
市
」
の
実

現
を
目
指
し
平
成
２７
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「一般会計」は245億4,200万円
ます（平成27年2月1日現在の現住人口4万9,712人で算出）

歳
出

歳
入

歳　入
245億4,200万円

市税
45億6,802万円
（18.6%）

分担金及び負担金
2億5,178万円
（1.0%）

地方交付税
99億8,601万円
（40.7%）

使用料及び手数料
2億5,597万円
（1.0%）
財産収入など
4,934万円
（0.2%）

繰入金
4億8,517万円
（2.0%）

繰越金
1億5,000万円
（0.6％）

諸収入
6億2,141万円
（2.5%）

地方譲与税など
10億556万円
（4.1%）

国庫支出金
26億659万円
（10.6%）

県支出金
22億4,865万円

（9.2%）

市債
23億1,350万円

（9.5%）

自主財源 （26.0%
）

依

存財源  （74.0%）
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づ
き
重
点
的
に
行
う
事
業
又
は
重
要
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
提
案
事
業
）と
し

て
、
新
重
点
推
進
事
業（
６３
事
業
、
総
事

業
費
４
億
１
０
３
３
万
円
）を
計
上
し
ま

し
た
。

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
る
風
評
被
害
な
ど
か
ら
の
復
興
の

た
め
災
害
対
策
基
金（
市
町
村
復
興
支
援

交
付
金
及
び
自
主
積
立
原
資
分
な
ど
）を

活
用
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ら
の
所
要
経

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

新
重
点
推
進
事
業
の
ほ
か
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
上
で
、
市
総
合
計
画

に
基
づ
き
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
事
業
を
重
要
事
業
と
位
置
づ
け
、
所
要

経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

●収益的収入及び支出〔営業勘定〕（単位：万円）

●資本的収入及び支出〔資本勘定〕（単位：万円）

※財源不足額7億77万円は、当年度分消費税および地
方消費税資本的収支調整額などで補てんします。

●業務の予定量
　・給水件数 17,670 件
　・年間総給水量 5,226,000  ㎥
　・１日平均給水量 14,279  ㎥

《収入》
区　 分 予算額

営 業 収 益 10億4,303
営業外収益 1億8,583
特 別 利 益 10

計 12億2,896

《収入》
区　 分 予算額

出 資 金 1億256
補 助 金 2,000
負 担 金 8,827

計 2億1,083

《支出》
区　 分 予算額

営 業 費 用 10億5,461
営業外費用 8,941
特 別 損 失 230
予 備 費 300

計 11億4,932

《支出》
区 分 予算額

拡張工事費 1億694
建設改良費 4億3,415
企業債償還金 3億6,751
予 備 費 300

計 9億1,160

みんなの暮らしに身近な予算の
市民一人当たり49万3,684円が使われ

国民健康保険事業特別会計 63億3,640万円

後期高齢者医療事業特別会計 5億2,097万円

介護保険事業特別会計 53億8,203万円

公有林整備事業特別会計 823万円

都市計画事業喜多方西部土地区画整理

事業特別会計 2,217万円

都市計画事業塩川駅西土地区画整理

事業特別会計 8,404万円

農業集落排水事業特別会計  1億9,958万円

下水道事業特別会計 15億4,691万円

駒形財産区特別会計 869万円

一ノ木財産区特別会計 4,060万円

早稲谷財産区特別会計 1,989万円

特別会計予算

水道事業会計予算

歳　出
245億4,200万円

総務費
28億1,418万円
（11.5％）

民生費
63億9,621万円
（26.1％）

衛生費
28億3,285万円
（11.5％）

農林水産業費
17億1,243万円
（7.0％）

商工費
13億9,946万円

（5.7％）

土木費
26億3,896万円
（10.8％）

消防費
8億6,967万円
（3.5％）

教育費
31億8,818万円
（13.0％）

災害復旧費
0円

（0.0％）

予備費
1億円
（0.4％）

議会費
3億146万円
（1.2％）

公債費
22億6,473万円

（9.2％）

労働費
2,387万円
（0.1％）

厳
し
い
雇
用
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、

引
き
続
き
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
経
費

１
億
６
５
１
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

児
童
手
当
の
支
給
、
子
ど
も
医
療
費

（
１８
歳
以
下
の
医
療
費
）の
無
料
化
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種
費

の
助
成
な
ど
少
子
化
や
予
防
医
療
に
係
る

扶
助
費
な
ど
の
所
要
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。主

な
建
設
事
業
と
し
て
、
第
三
中
学
校

体
育
館
改
築
事
業
、
坂
井
・
四
ツ
谷
線
街

路
事
業
、
喜
多
の
郷
整
備
事
業
、
道
路
改

良
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事
業
、
新
総
合

支
所
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
の
所
要
事
業
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

財
政
課
財
政
係
☎（
２４
）５
２
１
３

問問
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地域の特色を生かした活力ある農林業の振興

もてなす心が温かい喜多方流観光の推進

安心で健康に暮らせる保健・医療体制の推進

地域で育む福祉体制の推進

安全・安心の防犯・防災体制・交通安全対策の推進

魅力ある産業が
有機的に結びつくまちづくり

～産業づくり～

健康と思いやりで創る
安全で安心なまちづくり

～くらしづくり～

   農業振興対策経費
（■がんばる喜多方復興加速化事業〔農林業対策〕747万円）
　※首都圏などでのPR活動、市内全域での米の放射性物質
　　検査などの風評被害対策

（■きたかた食のパートナーショップ連携強化事業
225万円）

　※首都圏の民間業者との連携による農産物のPRなど
（■6次産業総合推進事業　107万円）
　※加工から販売までの支援体制を構築し、6次産業化を
　　推進

（■農作物野生獣被害対策事業　66万円）
　※電気柵設置への補助

（■園芸作物施設化促進事業　1,050万円）
（■雄国山麓地区園芸作物等生産支援事業　77万円）
（■中山間地域花き生産支援事業　75万円）
（■平成26年産米価格下落対応利子助成事業　30万円）
（■ゆきちから生産支援事業　250万円）
   新規就農対策経費

（■新規就農者・東日本大震災被災地域農業者支援事業
118万円）

   水田農業構造改革対策経費
（■水稲再生産緊急支援事業　1,735万円）
　※平成27年産米の種もみ代相当分の一部助成
   畜産振興対策経費

（■新肉用牛肥育素牛導入事業　198万円）
（■新優良基礎雌牛導入事業　245万円）
（■三ノ倉高原花畑はちみつ生産実証事業　75万円）
　※三ノ倉高原花畑の菜の花などから採集されるはちみつ
　　生産の取組に対し補助
   土地改良経費

（■震災対策農業水利施設整備事業　9,000万円）
　※市内30箇所のため池の耐震性点検
   林業振興対策経費

（■広葉樹林再生事業　856万円）
　※森林の再生やほだ木生産の推進を図るため、原木林を
　　伐採

（■森林整備・木材利用促進対策事業　33万円）

地域の個性を生かした商工業の振興

   商工業振興対策経費
（■がんばる喜多方復興加速化事業〔商工業対策〕　78万円）
（■東日本大震災被災等企業立地支援事業　138万円）
（■ものづくり企業等経営基盤強化支援事業　322万円）
（■地域ものづくり産業発展支援事業　17万円）
　※工場見学やものづくり体験など市民と企業等の交流を
　　実施

（■工場用地確保調査事業 371万円）
（◎工場等設置助成金・雇用促進助成金　5,260万円）
   中小企業振興対策経費

（■商店街低炭素街路灯導入促進事業　160万円）
（◎制度資金信用保証料補助金　3,000万円）
　※市及び県が創設した低利融資等を利用した中小企業者
　　に対する信用保証料の補助

   観光振興諸費
（■塩川三大お肉グルメフェア事業　60万円）
（■鏡桜と花見ウォーク事業　67万円）
（■かあちゃんたちの雪室そばまつり事業　59万円）
（■高郷ふれあい交流事業　17万円）
   保養施設管理経費
◎温泉保養施設改修工事　2億2,860万円
   都市・農山村交流推進経費

（■がんばる喜多方復興加速化事業
〔グリーン・ツーリズム交流対策〕　487万円）
   花でもてなす観光喜多方推進経費

（■三ノ倉高原花畑事業　 1,698万円）
　※ひまわり畑をはじめとして、四季折々の花で楽しめる
　　花畑づくり
   観光誘客対策経費

（■ふくしまデスティネーションキャンペーン推進事業
　534万円）

（■蔵のまち喜多方・蔵観光推進事業　229万円）

   健康増進経費
（■健康きたかた生活習慣病対策強化事業　679万円）
（■線量計等緊急整備支援事業　271万円）
（■包括的健康づくり推進調査事業　54万円）

   居宅老人福祉対策経費
（■要援護者台帳システム整備による登録推進事業 315万円）
   高齢者介護予防事業費

（■いきいき高齢者介護予防推進事業〔介護保険事業特別
　  会計〕 345万円）
   臨時福祉給付経費

（◎臨時福祉給付金給付事業　8,747万円）

◎は重要事業、■は新重点推進事業を表します。　　 財政課 財政係☎（24）5213

   地域住宅計画推進経費
（■空き家対策推進事業　 150万円）
　※老朽危険空き家等解体撤去補助金

（■空き家対策推進事業
　※空き家再生推進事業補助金　300万円）
   水防対策経費

（■塩川町上江・別府地区水害対策事業　850万円）
   防災対策経費

（■防災力・減災力強化事業　520万円）

問 問

（◎中小企業振興資金貸付金　4億1,900万円）
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平成27年度 主な事業と予算

心を豊かにする生涯学習の推進

住民と行政の協働の推進

快適な生活環境の形成

特色ある学校教育の推進 地域間交流の推進

地球環境を意識した循環型社会の形成

安心して子育てができる環境整備の推進

自然・歴史・文化に誇りがもてる地域資源の活用

人と自然に配慮した環境の形成

みんなの知恵と
協働で創るまちづくり
～地域社会づくり～

自然と共生する
美しく快適なまちづくり

～ふるさとづくり～

豊かな心を育むまちづくり
～ひとづくり～

   生涯学習諸費
（■喜多方市人づくりの指針推進事業　337万円）
   文化振興諸費

（■第72期名人戦記念将棋普及事業　87万円）
   美術館運営経費

（■芸術家による文化交流事業　500万円）
   図書館運営経費

（■ブックスタート事業　38万円）
   スポーツ振興経費

（■スポーツ交流都市宣言推進事業　177万円）
　※スポーツ教室、喜多方こども駅伝などの開催

   企画政策諸費
（■市民と行政との協働モデル推進事業　137万円）
   地域振興経費

（■過疎地域・集落対策事業　297万円）
   ふるさと創生経費

（■地域のにぎわい創出・行政区低炭素化促進支援事業　 
1,200万円）

   賦課事務経費
（■ご当地ナンバープレート導入事業　106万円）

   墓地管理経費
（■上ノ山墓地公園整備事業2,018万円）
◎喜多方・塩川線道路整備事業　9,213万円
◎坂井・四ツ谷線街路事業　1,603万円
◎熱塩喜多方線街路事業　　200万円
◎御清水沿道整備街路事業　1億6,477万円

   義務教育運営経費
（■学校司書配置事業 　740万円）
   指導推進経費

（■学力向上プロジェクト事業　572万円）
   小学校管理経費

（◎体育館暖房設備改修工事　2,100万円）※豊川
   中学校管理経費

（◎体育館改築工事　7億1,300万円）※第三
（◎プール改築工事　7,684万円）※塩川
（◎体育館改築設計業務　4,860万円）※第一

   地域間交流経費
（■友好都市交流促進事業　146万円）

   政策推進諸費
（■小水力発電導入事業　444万円）
   塵芥処理経費

（◎汚泥等放射性物質測定事業　21万円）

   保育所管理運営経費
（■保育所０歳児待機児童解消事業　524万円）
◎地域型保育給付等事業経費　1億3,779万円
   児童館管理運営経費

（■放課後児童クラブ事業　1,457万円）
　※放課後児童クラブの16小学校区での継続実施
   予防経費

（■インフルエンザワクチン接種助成事業　233万円）
　※ワクチン接種費用を中学3年生まで助成
◎子ども医療給付費　1億1,495万円
   子育て世帯臨時特例給付経費

（◎子育て世帯臨時特例給付金給付事業　2,388万円）

   文化財保護経費
（■「会津の御田植祭」記録作成事業　27万円）
（■蔵等国登録有形文化財保存支援事業　400万円）
（■「喜多方市の歴史」再発見事業　103万円）

   鳥獣保護及び有害鳥獣捕獲経費
（■有害鳥獣対策事業　　 980万円）

◎新総合支所庁舎建設事業　4,481万円
◎緊急雇用創出基金事業〔震災対応事業〕　1億3,713万円
◎緊急雇用創出基金事業〔地域人づくり事業〕　2,797万円

その他
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私
は
今
年
の
米
作
り
で
、
ど
ん
な
事
に

も
真
面
目
に
取
り
組
む
と
い
う
事
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

去
年
は
６
年
生
と
い
っ
し
ょ
に
米
作
り

を
し
ま
し
た
。
初
め
て
や
る
こ
と
ば
か
り

で
大
変
だ
っ
た
し
、
あ
ま
り
お
米
の
大
切

さ
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
去
年
の

米
作
り
で
初
め
て
や
っ
た
事
の
中
に
「
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
方
へ
の
赤
飯
届
け
」

が
あ
り
ま
し
た
。
私
達
が
作
っ
た
も
ち
米

を
使
っ
て
、
て
い
ね
い
に
赤
飯
を
作
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
届
け
る
時
に
６
年
生
ば
か

り
に
た
よ
っ
て
し
ま
い
少
し
も
声
を
出
す

事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
礼
を
言
わ

れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
の
に
な
か
な
か

話
す
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

今
年
の
私
は
違
い
ま
し
た
。
今
年
は
６
年

生
で
最
後
の
米
作
り
な
の
で
、
真
面
目
に

や
ろ
う
と
思
い
米
作
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
に
な
っ
て
作
業
を
し
ま
し
た
。
除
草
作

業
で
は
５
年
生
に
教
え
な
が
ら
や
り
ま
し

た
。
去
年
は
遊
び
な
が
ら
ダ
ラ
ダ
ラ
と
や

っ
て
い
た
の
が
、
今
年
は
と
て
も
速
く

「
上
手
だ
ね
。
家
に
田
ん
ぼ
あ
る
の
？
」

と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い

よ
赤
飯
届
け
で
す
。「
今
年
は
５
年
生
に
教

え
る
立
場
だ
し
、
し
っ
か
り
や
ろ
う
」
と
心

に
決
め
て
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
家
に

行
き
ま
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
。
加
納
小
で
す
。
赤
飯
を
届

け
に
来
ま
し
た
。
私
達
で
作
っ
た
の
で
食
べ

て
下
さ
い
。」

と
言
う
と
、

「
あ
り
が
と
う
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね
。」

と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
今
ま
で
何
回
も

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
事
が

あ
る
の
に
、
初
め
て
言
わ
れ
た
み
た
い
に
と

っ
て
も
う
れ
し
く
て
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

「
ち
ゃ
ん
と
心
を
こ
め
て
渡
す
と
相
手
に
気

持
ち
が
伝
わ
る
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
今
ま
で
自
分
が
苦
手
な
事
に
は

真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
時
が
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
回
の
米
作
り
で
真
面

目
に
取
り
組
む
と
相
手
に
気
持
ち
が
伝
わ

っ
て
、
こ
っ
ち
が
う
れ
し
い
気
持
ち
や
、
や

っ
て
良
か
っ
た
な
と
思
う
事
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ど
ん
な
事
に
も
真
面

目
に
頑
張
っ
て
色
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
で
す
。

１
年
生
の
時
、
農
業
科
と
聞
い
て
も
は

じ
め
は
何
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た

自
分
。
で
も
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
作
っ
て
、
作
る
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
楽
し
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
ニ
ン
ジ
ン
、
長
ね
ぎ
、
大
豆
、

大
根
、
里
い
も
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
稲
、
い
ろ

い
ろ
作
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ぼ
く
に
と

っ
て
学
校
の
授
業
の
中
で
一
番
楽
し
い
時
間

に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
大
切
な
時
間
で

し
た
。

加
納
小
学
校

６
年

渡
部

光

堂
島
小
学
校

６
年

辰
野

楓
真

小
学
校
最
後
の
米
作
り
で
学
ん
だ

大
切
な
こ
と　

農
業
科
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

平
成
26
年
度
喜
多
方
市
小
学
校
農
業
科

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
決
ま
る

昔ながらのころばしを使って水稲の除草作業
を行う様子。（加納小）

農業科支援員の皆さんとの顔合わせ。地域の皆さん
の支えがあるからこそ可能な農業科の授業（堂島小）

３月号
からの
つづき
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は
こ
れ
か
ら
は
農
業
だ
け
で
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
体
験
し
、

自
分
の
力
に
な
る
も
の
を
見
つ
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

堂
島
小
学
校
の
稲
作
栽
培
活
動
は
、
４

月
の
種
ま
き
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後

は
、６
年
生
が
中
心
と
な
り
、水
を
あ
げ
て
、

苗
へ
と
育
て
ま
す
。
そ
し
て
１
ヶ
月
程
す
る

と
、
田
ん
ぼ
へ
出
か
け
、
全
校
生
徒
で
田

植
え
を
し
ま
す
。
６
月
に
な
る
と
除
草
を

行
い
ま
す
。
秋
に
は
、
穂
が
実
る
と
稲
刈

堂
島
小
学
校

６
年

外
島

大
地

ぼ
く
が
考
え
る
農
業

作
物
の
種
を
ま
い
て
収
穫
す
る
ま
で
の

間
は
水
や
り
や
草
む
し
り
、
台
風
の
心
配

な
ど
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
野
菜
の
出

来
具
合
を
見
な
が
ら
収
穫
し
、
そ
れ
を
学

校
で
調
理
実
習
や
収
穫
祭
で
食
べ
た
と
き

の
お
い
し
さ
は
特
別
で
し
た
。
み
ん
な
が
、

「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
。」

と
食
べ
る
こ
と
に
、
ぼ
く
は
喜
び
を
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
科
で
は
野
菜
の
栄
養
に
つ

い
て
も
学
び
ま
し
た
。
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ

タ
ミ
ン
、
カ
ロ
チ
ン
な
ど
で
す
。
米
も
、
野

菜
も
、
人
間
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
し
た
。
肉
と
魚
だ
け
で
は
人
間
の
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

家
で
も
米
や
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

農
業
科
を
は
じ
め
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
祖

父
と
の
農
業
の
会
話
が
増
え
、
食
卓
が
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
す
て
き
な
農
業
で
す
が
、
仕

事
に
し
て
行
う
人
は
年
々
減
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
農
業
を
行
っ

て
い
る
人
は
年
々
高
齢
化
し
、
農
業
を
や

め
ま
す
。
若
い
人
た
ち
は
農
業
に
み
り
ょ

く
を
感
じ
て
い
る
人
が
少
な
い
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
農
業
の
み
り
ょ
く
は

自
分
で
育
て
た
野
菜
な
ど
が
立
派
に
で
き

た
時
の
喜
び
。
そ
し
て
そ
れ
を
食
べ
た
人

の
笑
顔
で
す
。
ぼ
く
は
そ
の
こ
と
を
農
業

科
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
体
験
し

て
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。
体
験
し
て
み
な
い

と
わ
か
ら
な
い
世
界
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く

り
を
し
ま
す
。
収
穫
し
た
米
は
、
堂
島
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
日
に
親
子
で
も
ち
つ
き
を

し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
協
力
員
の
方
々

に
感
謝
し
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。
春
か

ら
秋
に
か
け
、
大
変
な
作
業
を
み
ん
な
と

頑
張
る
か
ら
、
楽
し
く
特
別
お
い
し
い
と

感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
自
宅
で
も
田
植
え
を
し
て
み
ま

し
た
。
ト
ロ
舟
に
土
を
入
れ
て
、
ビ
オ
ト

ー
プ
を
田
ん
ぼ
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
へ
メ
ダ

カ
を
泳
が
せ
て
、
中
に
わ
く
ミ
ジ
ン
コ
な

ど
を
エ
サ
に
、
メ
ダ
カ
は
大
き
く
な
り
稲

も
元
気
に
育
ち
ま
す
。
自
然
に
水
が
入
ら

な
い
の
で
、
水
を
足
し
、
除
草
な
ど
の
世

話
を
し
ま
し
た
。
秋
に
な
り
、
米
を
収
穫

す
る
事
に
成
功
し
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
米

が
収
穫
で
き
る
か
半
信
半
疑
で
し
た
が
、

玄
米
を
収
穫
す
る
事
が
で
き
て
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

稲
の
世
話
を
し
て
い
る
と
、
多
く
の
生

き
物
が
田
ん
ぼ
を
利
用
し
て
い
る
事
が
分

か
り
ま
す
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
ヤ
ゴ
な

ど
様
々
で
す
。

現
在
、
田
ん
ぼ
の
姿
は
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
機
械
化
が
進
み
、
大
量
生
産
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
農
薬
や
圃

場
整
備
に
よ
り
、
昔
み
ら
れ
た
蛍
や
メ
ダ

カ
な
ど
の
生
物
達
は
、
風
前
の
灯
と
な
っ

て
い
ま
す
。
と
て
も
残
念
で
す
。
な
の
で
、

僕
は
生
物
の
事
を
し
っ
か
り
考
え
て
、
無

農
薬
で
安
全
な
米
や
野
菜
を
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
農
薬
を
使
用
し
な
い
害
虫
の

駆
除
法
の
発
見
や
、
ど
ん
な
土
地
で
も
使

え
る
機
械
の
発
明
を
し
た
い
で
す
。

生
物
が
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
人
間
と
生
物
が
共
存
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
、
お
い
し
い
お
米
や
野
菜
を

作
り
、
自
然
豊
か
な
、
喜
多
方
に
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

作
品
集
巻
頭
言
よ
り

〜
抜
粋
〜

地
方
創
生
と
生
命
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
育

つ
子
ど
も
た
ち

〜
「
農
業
科
」
が
拓
い
た
新
た
な
教
育
〜

関
東
学
院
大
学
教
授

佐
藤
幸
也
氏

約
２
千
人
の
子
ど
も
た
ち
が
書
い
て
い

る
農
業
科
の
作
文
に
は
、
田
圃
や
畑
の
生

き
も
の
と
の
出
会
い
、
稲
と
の
出
会
い
、
農

業
科
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
人
々
と
の
出

会
い
、
自
分
た
ち
が
育
て
た
作
物
を
買
っ

て
く
れ
る
人
、
一
緒
に
食
べ
て
く
れ
る
人
、

作
物
を
届
け
て
お
礼
を
言
っ
て
く
れ
る
お

年
寄
り
と
の
出
会
い
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
と
の
出
会
い
が

も
た
ら
す
喜
び
感
動
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
育
は
未
来
を
創
造
す
る
大
切
な
仕
事

で
す
が
、
そ
こ
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が
参
加

し
て
、
自
ら
の
未
来
を
も
拓
い
て
い
る
の
で

す
。
こ
こ
に
喜
多
方
市
小
学
校
農
業
科
の

ね
ら
い
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
喜
多
方

市
農
業
科
は
喜
多
方
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
こ
れ
か
ら
の
理
想
像
、
す
な
わ
ち
地
方

創
生
の
理
念
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

学
校
教
育
課
☎（
２４
）５
３
１
６

刈り取った稲をさでがけし、天日乾燥する様子。
このあと脱穀作業も手作業で行った。（堂島小）

問問
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４
〜
６
月
に
国
内
最
大
級
の
観
光
誘
客

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
『
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
ふ
く
し
ま
Ｄ

Ｃ
）』
が
福
島
県
全
域
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
で
は
、「
花
」・「
食
」・「
温

泉
」
な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル

ー
プ
６
社
と
福
島
県
が
協
力
し
て
全
国
か

ら
福
島
県
へ
大
勢
の
お
客
様
に
き
て
い
た

だ
く
取
組
を
行
い
ま
す
。

開
催
期
間
は

４
月
１
日（
水
）〜
６
月
３０
日（
火
）

こ
の
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
は
、
喜
多
方
市
へ

も
大
勢
の
お
客
様
の
来
訪
が
期
待
さ
れ
、

喜
多
方
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

市
で
は
、
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、独
自
の
推
進
組
織
を
立
ち
上
げ
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
を
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
の
特

別
企
画
を
一
緒
に
楽
し
み
、
観
光
客
の
皆

さ
ん
を
「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
お
迎
え

し
ま
し
ょ
う
。

観
光
交
流
課
観
光
・
物
産
振
興
室

☎（
２４
）５
２
４
９

市
民
み
ん
な
で

「
お
も
て
な
し
」

ン

大
型
観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

『
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

が
開
催
さ
れ
ま
す
！

問問
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喜
多
方
市
に
は
約
４
２
０
０
棟
の
蔵
が
あ
り
、
味
噌
、

醤
油
、
地
酒
の
醸
造
に
も
用
い
ら
れ
、
特
に
地
酒
に
つ
い

て
は
、
人
口
約
５
万
人
に
対
し
１１
の
蔵
元
が
あ
る
全
国
で

も
有
数
の
酒
ど
こ
ろ
で
す
。

年
間
を
通
し
て
地
酒
の
新
た
な
魅
力
を
体
験
す
る
「
喜

多
方
酒
蔵
つ
ぅ
り
ず
む
」
を
行
い
ま
す
。

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

■
酒
蔵
探
訪
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
ク

喜
多
方
の
酒
蔵
を
満
喫
す
る
極
上
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

で
す
。
会
津
塗
の
お
猪
口
を
片
手
に
、
お
好
み
の
お
酒
を

探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
お
酒
の
外
に
も
休
憩
ポ

イ
ン
ト
で
お
い
し
い
食
べ
物
も
楽
し
め
ま
す
。

○
日
時

５
月
２３
日（
土
）午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

○
料
金

３
０
０
０
円

○
会
場

喜
多
方
駅
前
広
場
出
発

○
定
員

２
０
０
人

■
酒
蔵
Ｄ
Ｅ
女
子
会

蔵
元
の
女
将
か
ら
日
本
酒
の
基
礎
知
識
や
お
す
す
め
の

飲
み
方
、
効
能
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
お
酒
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
女
子
会
で
す
。

○
日
時

６
月
中
旬

○
場
所

未
定

○
料
金

３
０
０
０
円

○
定
員

３０
人

パ
ビ
リ
オ
ン
は
町
並
み
、
山
並
み
、
田
ん
ぼ
に
川
。
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
は
酒
蔵
の
お
兄
さ
ん
、
地
元
ア
イ
ド
ル
、
ラ

ー
メ
ン
屋
の
店
主
、
菓
子
屋
の
お
ば
ち
ゃ
ん
。

普
段
着
の
喜
多
方
が
一
人
十
色
の
楽
し
み
方
に
な
る
、

市
民
の
手
づ
く
り
博
覧
会
「
き
た
か
た
喜
楽
里
博
」
を
ふ

く
し
ま
Ｄ
Ｃ
に
合
わ
せ
て
、
４
月
〜
６
月
に
開
催
し
ま
す
。

喜
楽
里
博
で
は
、「
行
っ
て
み
ん
べ
ぇ
、
食
っ
て
、
見
て
、

ふ
れ
あ
っ
て
み
ん
べ
ぇ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
１
０

０
以
上
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
１１
日
に
は
オ
ー
プ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

○
日
時

４
月
１１
日（
土
）午
前
１１
時
〜
午
後
４
時

○
場
所

喜
多
方
駅
前
広
場
外

○
内
容
・
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
☆
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト

・
会
津
牛
焼
肉
や
採
れ
た
て
野
菜
の
特
別
価
格

販
売

・
蔵
馬
車
体
験
搭
乗（
駅
―
ふ
れ
あ
い
通
り
）

・
イ
ベ
ン
ト
限
定
の
喜
多
方
地
酒
ふ
る
ま
い「
酔

道
」

・
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
盛
り
沢
山

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
の
風
物
詩
「
蔵
馬
車
」
は
、
震
災
な

ど
の
影
響
で
運
行
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
く
し
ま

Ｄ
Ｃ
に
あ
わ
せ
て
、
復
活
運
行
し
ま
す
。

市
内
の
蔵
め
ぐ
り
や
市
内
街
歩
き
に
、
ゆ
っ
く
り
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
蔵
馬
車
は
い
か
が
で
す
か
？
同
乗
す
る

ガ
イ
ド
の
観
光
案
内
で
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
喜
多
方
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
。

○
期
間

４
月
４
日（
土
）
〜
６
月
２８
日（
日
）

の
土
日
祝
日
の
み
運
行

○
料
金

コ
ー
ス
１
回
券

大
人
１
５
０
０
円

（
１
０
０
０
円
）

コ
ー
ス
２
回
券

大
人
２
５
０
０
円

  （
１
５
０
０
円
）

※（

）内
小
学
生
以
下

○
コ
ー
ス
【
午
前
の
部
】
喜
多
方
駅
―
馬
車
の
駅

【
お
昼
の
部
】
馬
車
の
駅
発
着
市
内
周
回

【
午
後
の
部
】
馬
車
の
駅
―
喜
多
方
駅

喜
多
方
酒
蔵
つ
ぅ
り
ず
む

き
た
か
た
喜
楽
里
博

蔵
の
ま
ち
喜
多
方　

蔵
馬
車
の
復
活
運
行

問 申
会津喜多方商工会議所☎（24）3131
観光交流課 観光・物産振興室☎（24）5249

問 
喜多方観光物産協会
 (観光交流課内)☎（24）5200

問 申
蔵の街観光センター☎（24）4111
観光交流課 観光･物産振興室☎（24）5249

主
な
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ

特
別
企
画
の
ご
紹
介

問 問申申

問問申申

問 問申申

この他にもた
くさんのイベン
トなどご用意
しています
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市
で
は
、
平
成
２６
年
産
米
の
価
格
下
落

に
伴
い
、
稲
作
中
心
の
農
業
構
造
の
転
換

を
加
速
化
さ
せ
る
た
め
、「
稲
作
農
業
構

造
転
換
特
別
対
策
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

こ
の
対
策
は
、
主
食
用
米
中
心
の
農
業

形
態
か
ら
非
主
食
用
米
へ
の
作
付
転
換
、

園
芸
作
物
へ
の
作
付
転
換
、
多
様
な
担
い

手
の
育
成
を
３
つ
の
柱
と
し
、
既
存
事
業

の
推
進
に
加
え
、
以
下
の
新
規
事
業
を
創

設
し
、
総
合
的
な
施
策
展
開
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
市
農
業
の
構
造
転
換
を
強
力

に
推
進
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
対
策
と
し
て
、
水
稲
の
再

生
産
へ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

【
新
規
事
業
】

⑴
水
稲
直
播
栽
培
促
進
事
業

水
稲
の
直
播
栽
培
に
よ
り
低
コ
ス
ト
化

の
取
組
を
行
う
農
業
者
な
ど
に
対
し
、
取

組
面
積
に
応
じ
て
支
援

⑵
水
田
利
用
型
園
芸
作
物
導
入
支
援
事
業

水
田
に
お
い
て
収
益
性
の
高
い
園
芸
作

物
へ
の
作
付
転
換
を
行
う
農
業
者
な
ど
に

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

対
し
、
生
産
資
材
や
出
荷
調
整
用
機
材
な

ど
に
か
か
る
初
期
投
資
の
一
部
を
支
援

⑶
担
い
手
農
地
集
約
化
支
援
事
業

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
に
際
し
、
一
定

要
件
を
満
た
し
た
農
地
の
出
し
手
と
受
け

手
に
対
す
る
支
援

【
緊
急
対
策
】

水
稲
再
生
産
緊
急
支
援
事
業

平
成
２６
年
産
米
の
価
格
下
落
を
受
け
、

水
稲
の
再
生
産
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

２７
年
産
米
の
種
も
み
購
入
費
用
の
一
部
を

支
援

農
林
課
農
業
振
興
対
策
室

☎（
２４
）５
２
３
５

次
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
規
模
拡
大

や
経
営
改
善
な
ど
に
取
り
組
む
農
家
や
団

体
な
ど
を
公
募
し
ま
す
。

⑴
多
様
な
担
い
手
育
成
支
援
事
業

集
落
営
農
の
組
織
化
な
ど
に
向
け
た
取

り
組
み
へ
の
支
援
や
、
農
作
業
受
託
組
織

の
農
業
用
機
械
な
ど
導
入
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

①
集
落
営
農
等
組
織
化
推
進
支
援

・
対
象
者

農
作
業
受
託
組
織
、
農
用

地
利
用
改
善
団
体
、
３
戸
以
上
の
農
業

者
で
組
織
す
る
団
体
な
ど

・
補
助
対
象
経
費

座
談
会
開
催
な
ど

に
係
る
事
務
的
経
費
、
経
営
・
法
務
な

ど
に
関
す
る
専
門
家
依
頼
に
要
す
る
経

費
な
ど
集
落
営
農
組
織
化
に
必
要
な
経

費・
補
助
率

定
額（
上
限
１０
万
円
）

・
募
集
期
限

４
月
２４
日（
金
）

②
農
作
業
受
託
組
織
等
育
成
支
援

・
対
象
者

農
作
業
受
託
組
織
、
農
用

地
利
用
改
善
団
体
、
３
戸
以
上
の
農
業

者
で
組
織
す
る
団
体
な
ど

・
補
助
対
象
機
械
な
ど

稲
作
経
営
に

必
要
な
共
同
利
用
を
目
的
と
し
た
農
業

用
機
械
・
設
備
・
施
設

・
補
助
率

事
業
費
の
８
％
以
内（
上

限
１
０
０
万
円
）

・
募
集
期
限

４
月
２４
日（
金
）

⑵
先
進
的
モ
デ
ル
経
営
体
育
成
支
援
事
業

土
地
利
用
型
農
業
の
モ
デ
ル
と
な
る
先

進
的
な
経
営
体
の
育
成
に
向
け
た
支
援
。

・
対
象
者

一
定
の
要
件
を
満
た
す
認
定

農
業
者
ま
た
は
農
産
物
の
共
同
販
売
経
理

を
行
う
集
落
営
農
組
織

・
補
助
対
象
機
械
な
ど

県
単
独
事
業
の

対
象
と
な
ら
な
い
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
の
農
業
用
機
械
・
施
設

・
補
助
率

融
資
残
の
１
／
２
以
内（
上

限
２
０
０
万
円
）

・
募
集
期
限

４
月
２４
日（
金
）

⑶
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

地
域
農
林
畜
産
物
を
活
か
し
た
商
品
開

発
や
販
路
開
拓
に
向
け
た
６
次
産
業
化
の

取
り
組
み
を
支
援
。

・
対
象
者

農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
な
ど
の
ほ
か
食

品
製
造
な
ど
を
行
う
事
業
者

・
補
助
対
象
経
費

市
場
調
査
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
依
頼
、
商
品
開
発
に
必
要
な
原
材

料
・
資
材
購
入
、
外
部
業
者
へ
の
加
工
委

託
、
成
分
分
析
委
託
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
作
成
な
ど
に
要
す
る
経
費

・
補
助
率

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内（
上

限
４０
万
円
／
年
）

・
募
集
期
限

４
月
２４
日（
金
）

※
応
募
方
法
や
申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

農
林
課
農
業
振
興
対
策
室

☎（
２４
）５
２
３
５

「
補
助
事
業
の
公
募
」
に
つ
い
て

問問
申申

問問
申申

米
価価
下下
落落
対対
策策
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●
選
挙
資
格
の
あ
る
方

平
成
７
年
４
月
２７
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
ま
た
は
平
成
２７
年
１
月
１８
日
ま
で
に
転

入
届
出
を
さ
れ
た
方
で
、
い
ず
れ
も
引
き

続
き
３
か
月
以
上
喜
多
方
市
に
住
ん
で
い

る
方
で
す
。

●
投
票
日
当
日
の
投
票

郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
お
持
ち
の
う
え
、

指
定
の
投
票
所（
入
場
券
の
表
面
に
記
載
）

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た
め
に
投
票
で
き
な
い

見
込
み
の
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。期

日
前
投
票
の
で
き
る
場
所
お
よ
び
時

間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く

は
４
月
配
布
の
チ
ラ
シ
「
期
日
前
投
票
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
裏
面
が
「
宣
誓
書（
兼
）請
求
書
」

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

入
場
券
を
お
持
ち
の
う
え
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

●
他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

仕
事
や
旅
行
な
ど
に
よ
り
投
票
日
当
日

ま
で
、
喜
多
方
市
の
区
域
外
に
滞
在
し
て

い
る
場
合
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

が
、
郵
便
で
の
請
求
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

病
気
そ
の
他
の
理
由
で
、
不
在
者
投
票

の
で
き
る
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
さ

れ
て
い
る
方
は
、
希
望
す
る
場
合
、
本
人

が
そ
の
病
院
な
ど
に
申
し
出
れ
ば
そ
の
場

所
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
等
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
喜
多
方
市
内
の
指
定
病
院
な
ど
》

飯
塚
病
院
、
入
澤
病
院
、
エ
ル
ム
ホ
ー
ム
、

小
野
病
院
、
北
原
荘
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
や
ま

と
、
佐
原
病
院
、
し
の
の
め
荘
、
し
ょ
う

ぶ
苑
、
鮮
雲
荘
、
天
心
ケ
ア
ハ
イ
ツ
、
鳴

瀬
病
院
、
パ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
小
野
、

有
隣
病
院（
５０
音
順
）

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
ま
た
は
要
介

護
者
の
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票（
在

宅
投
票
）が
で
き
ま
す
。
該
当
す
る
方
で

新
規
に
申
請
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
添
付
の
う
え
、

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
一
定
の
要
件
と
は
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
現

に
受
け
て
お
り
、
一
定
の
重
度
の
障
害
を

有
す
る
方
で
、
部
位
や
程
度
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
者
の
う
ち
、
被

保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介

護
５
で
あ
る
者
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
で
す
。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で

き
る
方
で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
代
理
記

載
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
投
票
用
紙

等
の
請
求
は
、
選
挙
の
期
日
前
４
日（
４

月
２２
日
）ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
早
め
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
公
報

選
挙
公
報
は
、
４
月
２１
日
か
ら
２３
日
頃
ま

で
に
は
、
行
政
区
長
さ
ん
に
お
渡
し
で
き

る
予
定
で
す
。

喜
多
方
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
２４
）５
２
５
８

喜多方市議会議員一般選挙
投票日：4月26日（日） 告示日：4月19日（日）

投票時間：午前7時～午後8時（全投票所統一）
≪選挙会（開票）：4月26日午後9時30分　押切川公園体育館メインアリーナ≫

大切な選挙です
棄権しないで
　　投票しましょう

問問
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◆
平
成
２０
〜
２５
年
度
の
連
続
し
て
受
診
さ

れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
勧
奨
は
が
き

お
よ
び
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
と
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

◆
特
定
健
診
に
よ
り
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積

や
血
管
変
化（
動
脈
硬
化
）、
そ
の
危
険
度

が
わ
か
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
習
慣
が
、

薬
に
よ
る
治
療
効
果
に
も
影
響
し
ま
す
。

通
院
中
の
方
も
含

め
、
自
覚
症
状
が
な

い
か
ら
こ
そ
、
年
に

１
回
の
特
定
健
診
を

積
極
的
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
、

生
活
習
慣
病
対
策
が
重
要
で
す
。

◆
市
の
現
状

・
脳
血
管
疾
患
お
よ
び
心
疾
患
の
死
亡
率

が
県
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

・
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
の
受
診
率
は

半
分
に
も
至
り
ま
せ
ん
。

◎
家
族
の
大
黒
柱
で
あ
り
、
働
き
盛

り
で
も
あ
る
４０
、
５０
歳
代
か
ら
健
診

を
受
け
予
防
に
取
組
む
こ
と
が
、
重

症
化
や
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
大
き
な

カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

市では、市民の皆さんの健康寿命の延伸と生活の質の向上をめざし、
「第二次健康きたかた21」(健康づくり計画)や「第二期特定健康診査等計画」により、
様々な施策を推進しています。
その中で平成26年度に実施しました【特
定健診受診率向上対策】について報告いた
します。

脳梗塞や心筋梗塞などの臓器障害を
おこすまで、自覚症状がほとんどな
いため、その血管変化を知る手段が
健診なんです！

◇
平
成
２７
年
度
の
各
健（
検
）診
の
該
当
条

件
・
検
診
内
容
や
会
場
な
ど
の
詳
細
は
、

各
戸
配
布
の
『
平
成
２７
年
度
喜
多
方
市
健

康
診
査
等
予
定
表
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

✿
新
４０
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ
✿

詳
し
く
は
、
広
報
き
た
か
た
５
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
健
課
健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３

・電話により判明した「未受診の主な理由」は上記のとおりです。
・また、連続して未受診だった2,998人のうち、受診勧奨により148人
が初めて受診されました。

０円　で受診できます！
約35,000～58,000円相当!!

✿特定健診 ✿胃がん検診
✿大腸がん検診 ✿肺がん検診
✿肝炎ウイルス検診 ✿歯科健診
✿骨検診 ✿子宮がん検診
✿乳がん検診

＊骨・子宮・乳がん検診は、女性のみとなります。

な
っ
、
な
ん
と
！

問問

受診者が
なかなか
増加しま
せん。
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「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
通
称
「
食
改

さ
ん
」
は
、
健
康
づ
く
り
や
食
育
な
ど
食

に
関
心
を
持
ち
、
市
民
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
食
を
と
お
し
た
様
々
な
活
動
し
て
い
る

方
々
で
す
。

食
生
活
や
栄
養
に
つ
い
て
一
定
時
間
の

学
習
を
し
た
方
が
会
員
と
な
り
、
現
在
は

２
２
５
人
の
食
改
さ
ん
が
、『
私
た
ち
の

健
康
は
私
た
ち
の
手
で
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
仲
間
た
ち
と
楽
し
く
研
修
を
し
な
が

ら
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
会
員
か
ら
会
員

へ
、
会
員
か
ら
家
族
へ
、
お
隣
さ
ん
へ
と

地
域
に
伝
え
広
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
？

○
教
室
開
催

公
民
館
で
お
や
つ
や
食
事
を
作
る
教
室

を
開
き
、
食
事
作
り
の
楽
し
さ
、
元
気
な

体
を
作
る
た
め
の
食
事
の
量
や
味
付
け
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
を
伝
え
る
活
動
を
長
年
続
け
て
い
ま

す
。

○
市
保
健
事
業
へ
の
協
力

親
子
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
、
離
乳
食

教
室
で
は
子
育
て
を
し
て
い
る
親
が
日
頃

か
ら
野
菜
を
と
る
こ
と
や
適
塩
の
味
付
け

を
意
識
し
、
自
身
の
健
康
や
食
に
も
関
心

を
持
つ
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
ま

す
。

 

郷
土
料
理
を
子
ど
も
た
ち
へ

食
育
に
関
心
が
集
ま
る
今
日
に
お
い

て
、
食
改
さ
ん
は
郷
土
料
理
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
や
地
産
地
消
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。

保
育
所
や
幼
稚
園
で
親
子
が
一
緒
に
料

理
を
作
る
機
会
を
作
っ
た
り
、
小
・
中
学

校
で
は
、
収
穫
さ
れ
た
作
物
を
使
っ
て
調

理
実
習
す
る
時
の
指
導
者
と
し
て
子
ど
も

た
ち
に
材
料
の
切
り
方
や
器
具
の
使
い
方

を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
の
家

庭
科
の
授
業
な
ど
で
も
教
え
て
い
ま
す
。

食
べ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
初
め
て
作
る

子
ど
も
が
お
り
、
各
家
庭
に
お
い
て
食
事

や
郷
土
料
理
を
作
る
機
会
が
減
っ
て
い
る

中
、
親
か
ら
子
へ
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い

現
状
に
お
い
て
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
食
文
化
を
伝
え
る
担
い
手
と
し
て
、
食

改
さ
ん
は
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

 

食
改
さ
ん
に
来
て
ほ
し
い
時
に
は

食
改
さ
ん
は
、
市
内
各
所
に
出
向
き
、

テ
ー
マ
に
応
じ
た
教
室
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

食
改
さ
ん
と
し
て
活
動
す
る
に
は

市
で
開
催
す
る
「
こ
つ
こ
つ
栄
養
教
室
」

（
全
８
回
）に
参
加
し
、
食
の
基
礎
知
識
や

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

き
、
修
了
し
た
方
が
活
動
に
参
加
で
き
ま

す
。（
６
月
開
講
予
定
）

保
健
課
健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３

問問

特
集「
食し

ょ
っ
か
い改

」さ
ん

栄養士の
知って役立つ  健康レシピ

【材料（4人分）】【材料（4人分）】
鶏ひき肉 200g 小麦粉　大さじ2　鶏ひ鶏ひき肉 200g 小麦粉　大さじ2　

しめじ 100g オイスターソース 大さじ1しめじ 100g オイスターソース 大さじ1
えのき茸 100g 塩/こしょう　各少々　　　えのき茸 100g 塩/こしょう　各少々
まいたけ 100g パン粉　200gまいたけ 100g パン粉　200gまいたけ 100g パン粉　200g

 揚げ油　適揚げ油 適量揚げ油　適量
【作り方】【作り方】
①きのこ類はすべて粗みじん切りにする。①きのこ類はすべて粗みじん切りにする。

イオイオイ②ボウルに鶏ひき肉と①を入れ、小麦粉とオ②ボウルに鶏ひき肉と①を入れ、小麦粉とオイ
スターソースを入れて、よく混ぜる。スターソースを入れて、よく混ぜる。スターソースを入れて、よく混ぜる。

③②をかき貝のように形を整えてパン粉をつけ、③②をかき貝のように形を整えてパン粉をつけ、
油で揚げる。油で揚げる。

＊＊ヘルシーかきフライ＊＊

今月のメニュー

きのこはお好みで数種類混ぜるとうまみが増します。
子どもから高齢者の方まで食べられる一品です。この
まま食べてもOK ！かきフライのようにタルタルソー
スをつけて食べてもおいしいです。ぜひ今晩のおかず
のひとつにおススメです。

ポイント

《 食改さんの料理をご紹介します 》
　今月は、喜多方市食生活改善推進員が作った料理
をご紹介します！ 2月20日に第14回ヘルスメイト料
理コンクールが開催されました。最優秀賞に輝いた
五十嵐都子さんの献立です。食改さんは、食を通し
て家庭・地域への健康づくりを推進しています。
　あなたも食改さんになりませんか。
　興味のある方は保健課までご連絡下さい。
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グ
ル
ー
プ
や
団
体
な
ど
の
自
主
的
な
生

涯
学
習
活
動
で
講
師
を
招
い
て
活
動
を
す

る
場
合
、
講
師
料
を
助
成
す
る
講
師
派
遣

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
主
な
条
件

①
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ
団
体
や
サ
ー

ク
ル
の
学
習
会
で
、
１０
人
以
上
の
参
加
者

が
あ
る
こ
と

②
過
半
数
が
市
民
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
の
学
習
会
で
、
１０
人
以
上
の
参
加
者
が

あ
る
こ
と

②
公
的
機
関
が
主
催
や
共
催
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と

③
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
・
営
利
目
的
の

学
習
で
な
い
こ
と

④
講
師
が
そ
の
団
体
の
会
員
で
な
い
こ
と

◆
講
師
料

○
市
内
在
住
の
講
師
…
６
千
円
を
限
度

○
市
外
在
住
の
講
師
…
１
万
円
を
限
度

※
１
団
体
年
間
２
回
ま
で
基
準
に
応
じ
助

成
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

実
施
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
生
涯
学
習

課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

偉
人
の
業
績
や
「
人
づ
く
り
の
指
針
」

の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
所
属
す
る
各
種
団
体
で
講
演

会
な
ど
を
開
催
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◆
派
遣
す
る
講
師

瓜
生
岩
子
刀
自
、
蓮
沼
門
三
氏
、
藤
樹

学
な
ど
、「
人
づ
く
り
の
指
針
」
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
で
き
る
団
体
な
ど

か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

◆
派
遣
す
る
場
所

市
内
小
中
学
校
、
公
民
館
な
ど

◆
助
成
内
容

年
度
内
１
回
ま
で
市
が
講
師
謝
金
を
負

担
し
ま
す
。（
生
涯
学
習
講
師
派
遣
事
業

に
準
じ
ま
す
）

◆
派
遣
の
例

○
小
中
学
校
…
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

        

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
種
行
事

○
公
民
館
…
各
種
事
業
で
の
研
修
会

○
各
種
団
体
、
各
種
行
事
・
研
修
会
な
ど

◆
申
し
込
み

実
施
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
提
出
の
前
に
、
電
話
な
ど
で
派

遣
希
望
の
内
容
、
日
時
、
場
所
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

生
涯
学
習
講
師
派
遣
事
業
の

講
師
料
支
援
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
人
づ
く
り
の
指
針
」
講
師
派
遣
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

行ってみよう！  見てみよう！  やってみよう！

生涯学習の広場
喜多方市人づくりの指針『ロゴマーク』

問問
申申

問問
申申

▲左から、関柴小学校、熱塩加納公民館、上三宮公民館で昨年実施した様子です。
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◆
募
集
人
数

５０
人（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

◆
参
加
者
負
担

１
人
３
０
０
円

◆
申
込
み
方
法

生
涯
学
習
課
、
各
公
民

館
、
各
小
学
校
に
備
え
付
け
の
申
込
書
へ

必
要
事
項
を
記
入
し
４
月
３０
日（
木
）ま
で

に
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９

喜
多
方
市
民
プ
ー
ル
の
供
用
期
間
外
に

指
定
の
屋
内
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
場
合
、

利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
応
援
し

ま
す
。

◆
対
象
者

小
学
生
以
上
の
市
民

◆
期
間

平
成
２７
年
４
月
１
日
〜
平
成
２８

年
３
月
３１
日（
た
だ
し
、
市
民
プ
ー
ル
供

用
期
間
の
６
月
２０
日
〜
９
月
６
日
を
除
き

ま
す
）

◆
指
定
す
る
屋
内
プ
ー
ル

会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル（
会

津
若
松
市
河
東
町
南
高
野
字
金
剛
田
１
）

◆
助
成
額

会
津
若
松
市
民
料
金
と
の
差

額
を
助
成
し
ま
す
。

○
大
人
…
１
回
２
７
０
円

○
高
校
生
…
１
回
２
１
０
円

市
で
は
、２
０
１
２
年
に
開
催
し
た
「
岡

山
湯
郷
ベ
ル
選
手
と
の
交
流
サ
ッ
カ
ー
教

室
in
喜
多
方
」
を
契
機
に
、
岡
山
県
美
作

市
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
交

流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
な
で
し
こ
リ
ー

グ
第
９
節
岡
山
湯
郷
ベ
ル
対
ベ
ガ
ル
タ
仙

台
レ
デ
ィ
ー
ス
戦
の
応
援
ツ
ア
ー
を
企
画

し
ま
す
。

◆
日
時

５
月
１７
日（
日
）

◆
試
合
会
場

宮
城
県
仙
台
市
陸
上
競
技
場

◆
日
程

午
前
８
時
出
発（
押
切
川
公
園

体
育
館
）↓
正
午
試
合
会
場
到
着
↓
午
後

１
時
〜
午
後
３
時
試
合
観
戦
↓
午
後
７
時

到
着（
市
バ
ス
利
用
）

◆
募
集
対
象

市
内
小
中
学
生（
小
学
校
３
年
生
以
上
）

岡
山
湯
郷
ベ
ル
公
式
戦
応
援
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

屋
内
プ
ー
ル
の
利
用
助
成
事
業
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
５
開
催
に
ご
協
力
を

○
小
中
学
生
…
１
回
１
１
０
円

※
参
考
…
会
津
若
松
市
民
以
外
の
方
の
利

用
料
金（
２
時
間
）

○
大
人
…
１
回
８
１
０
円

○
高
校
生
…
１
回
６
４
０
円

○
小
中
学
生
…
１
回
３
２
０
円

◆
手
続
き

助
成
事
業
を
活
用
し
た
プ
ー

ル
利
用
の
際
に
は
、
利
用
者
カ
ー
ド
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
は
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
生
涯

学
習
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
教
育

担
当
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課
教
育
担
当

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク
を
４
月

２５
日（
土
）に
、
日
中
線
記
念
自
転
車
歩
行

者
道
を
メ
イ
ン
コ
ー
ス
と
し
て
開
催
し
ま

す
。当

日
は
、
市
内
外
か
ら
約
２
０
０
０
人

の
参
加
が
予
定
さ
れ
、
押
切
川
公
園
ス
ポ

ー
ツ
広
場
や
コ
ー
ス
周
辺
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
広
報
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

桜
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
内
）

☎（
２４
）５
３
１
９

問問 問問
申申

問問
申申

未
来
を
拓
く
喜
多
方
人

一
つ

強
い
心
・
愛
敬
の
心
な
ど
、
豊
か
な
心

を
持
つ
人
に
な
ろ
う

一
つ

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身
と
も
に
健

康
な
人
に
な
ろ
う

一
つ

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
伝
統
に

誇
り
を
持
ち
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
地

域
を
創
造
す
る
人
に
な
ろ
う

一
つ

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を
わ
き

ま
え
、
良
心
に
背
く
こ
と
の
な
い
人

に
な
ろ
う

一
つ

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も
挑
戦

し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親
（
保
護
者
）
の

役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
家
族
の
絆
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
築
く
よ
う

努
め
よ
う

な
か
よ
く
た
く
ま
し
く
生
き
る

○
人
を
思
い
や
り
敬
い
ま
す

○
「
こ
ん
ち
は
」「
ど
う
ぞ
」

「
あ
り
が
と
う
」
を
言
い
ま
す

○
勉
強
に
励
み
体
を
鍛
え
ま
す

○
人
と
し
て
恥
ず
か
し
い
行
い
を
し
ま
せ
ん

○
喜
多
方
を
誇
り
社
会
に
役
立
ち
ま
す

わ
た
し
た
ち
は
、

く
じ
け
な
い
強
い
心
を
持
っ
て

目
標
に
向
か
っ
て

や
り
ぬ
き
ま
す

岡山湯郷ベルの選手の皆さん


